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従来型の資金調達

研究者にとっての悩みの種は研究費の獲得ではなかろうか？
私はまだ大学院生であり，研究費について語るのはおこがまし
いことであると感じるが，ここではご容赦願いたい．研究資金
調達の主な方法は，科研費に代表される競争的研究資金と企業
などの研究受託による研究経費，また企業や個人からの寄付金
であろう．しかし，研究分野や所属する研究室・大学の様々な
事情によって応募可能な公募や企業などとの受託研究は限られ
てしまう．例えば，私の専門分野であるホヤ類の系統分類学の
研究内容では工学分野への研究助成によって資金を得るにはハ
ードルが高い上に工学に関連する研究テーマを想起することも
難しい．一方，自然科学の分野との親和性は高い．必ずしも自
身の分野との親和性が高い公募があるわけではない．受託研究
については，私の主観ではあるが，工学，農学，薬学，医学分
野で多い印象を持つ．この場合，企業と研究者の利益が合致し
ているのだろう．寄付金については，大学自体への寄付を除く
と，研究者個人へ或いは研究室単位への寄付といった話を私は
聞いたことがない．これらの資金調達方法に共通するのは研究
者が自身の研究分野にあった助成金の公募・受託・寄付が行わ
れるのを待つことではないだろうか（研究室から企業に対して
営業を行っている場合もあるかもしれないが）．従来型の資金
調達はいわば受動的研究資金なのである．
このような方法で得られた研究資金は研究にとって必要不可
欠であるが，その運用方法には助成金ごとにルールが存在する．
これらのルールは研究費の不正利用防止等の観点から必要であ
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るが，研究者（少なくとも私）にとって足枷にもなる．例えば，
そのルール自体が煩雑であることが多く，それ自体を理解する
ためにも時間がかかる．また，会計処理のために時間も要する．
さらに，助成金によっては「パソコンは買ってはダメ」といっ
たように使途に条件があることも少なくない．

クラウドファンディングによる研究資金調達

タイトルにもあるが，「クラウドファンディング」について
説明したい．クラウドファンディングは群衆を意味する crowd
と資金調達を意味する fundingからなる造語で，この言葉が最
初に使われたのは2006年８月で，Michael Sullivan氏が最初と
いわれているが，明確な定義はないとされる（米良＆稲蔭， 
2011；神山，2013）．クラウドファンディングの形態はいくつ
かあるが，そのほとんどに共通する特徴として「①起業や新商
品の開発，夢の実現などのプロジェクトを個人やグループ，企
業などの挑戦者が提示すること，②プロジェクトを達成するた
めの金額と支援金額に応じたリターンも提示されること，③不
特定多数の支援者にWebページ（プラットフォーム）上で資
金を募ること，④最低支援金額は1000円以下であることも多く，
少額からの支援が可能であること」が挙げられる（図１）．試し
にブラウザで「クラウドファンディング」と検索をかけてみる
と CAMPFIRE，Makuake，READYFOR，GREEN FUNDING
といったものが目に入る．これらがプラットフォームである．
プラットフォームはプロジェクトの概要を掲載するだけではな
く，挑戦者に代わって支援者からの集金にかかわる業務の代行
や掲載するプロジェクトページのデザインから広報戦略におけ

研究資金調達のための新たな方法
～クラウドファンディングに挑戦して～
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図１　 クラウドファインディングの仕組み
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るサポートを行う．
従来型の研究資金は受動的研究資金であると述べた．クラウ
ドファンディングは違う．これは能動的研究資金なのである．
助成金は公募が出るタイミングに合わせる必要がある一方で，
クラウドファンディングは資金の募集期間（いつ始めるか，ど
れくらいの期間募集するか）を挑戦者が自由に決めて良い．ま
た，使途も自由である．助成金や研究の受託では研究費の使途
に制限が課せられるだろうが，クラウドファンディングでは先
に「パソコンを買う」と言ってから資金を集めるのだからパソ
コンを買ってはいけない道理がない．研究者自身が資金の必要
なタイミングで必要なものを自由に設定して使うことができる
のである．
私が考えるクラウドファンディングの魅力は審査方法が文章
だけではないことにもある．助成金の採択の可否は大学教員な
どが審査する書類審査を経ることが多い．書類は送ってしまっ
た後にはもう改変することができない．私も助成金の申請書を
書いたことがあるが，申請書のフォームの都合上，文章が制限
される上に図表が小さくなってしまう．クラウドファンディン
グではプラットフォーム上の文章でプロジェクトを紹介すると
ともに，紹介動画も付すのが主流である．文章だけでは足りな
い説明も動画で補足することが可能である．また，SNSなど
を用いることで，説明文はもちろんのこと説明動画を配信する
ことも可能である．挑戦者側にやる気があれば，何度でも説明
することができることは利点ではないだろうか．
2020年に，私は研究者の支援を目標としたプラットフォーム
である学術系クラウドファンディングサイト「academist（ア
カデミスト）」で研究資金調達に挑戦した．詳しく知りたい方
は「長谷川　ホヤ」と検索していただきたい．挑戦した簡単な
経緯は「博士号を外国の大学で取ろうと準備していた矢先にコ
ロナ禍で留学ができなくなった上に，国内でホヤ研究するため
の資金準備をしていなかったために研究の継続が難しくなった．
困っていたところに，academistにインターンシップをしてい
た知り合いからクラウドファンディングに挑戦することを打診
された」ということである．募集期間内に目標金額に達しなか
った場合は1円も貰えないという All or Nothing方式でプロジ
ェクトに挑戦した．結果は目標金額65万円を大きく上回る200
万円以上が集まり，大成功であった．
成功の秘訣は何か？ とよく聞かれる．大事なことは２つ，

「分かりやすく説明すること」と「感謝すること」である．
クラウドファンディングでは文章も動画も使える上に何度も
説明できると前述したが，これはわかりやすく説明するための
手段である．様々なバックグラウンドを持つ人が支援者なのだ
から，全員が同じ説明で理解できるはずがない．時には文章で，
時には動画で，何度も説明することが大事である．やはりクラ
ウドファンディングは能動的である．
そして，「感謝すること」これが一番大事だろう．クラウド
ファンディングは挑戦者だけの力では成し遂げることができな
い．私の挑戦にも多くの方々からのご支援とご協力を賜った．
本コラムの最後に，ご支援者ならびにご協力者に深く感謝を申
し上げる．
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